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救助工作車（Ⅱ型）・仕様書 

 

第１章 総 則 

１ 本仕様書は、岐阜市消防本部（以下「消防本部」という。）が令和４年度岐阜南消

防署及び瑞穂消防署に更新配備する救助工作車Ⅱ型（以下「救助工作車」という。）

の製作及びそれに関する一切に適用するものとする。 

 
２ 契約にあたっては、本仕様書を十分熟知するとともに、疑義が生じたときは、必ず

消防本部担当者に質問すること。なお、契約後生じた疑義の一切は、全て消防本部の

解釈に従うものとする。 
 

３ 本仕様書に定める他、車両の規格等、関連法令、基準に適合するとともに、完成後

は、道路運送車両法（昭和２６年法律第１８５号）及び道路運送車両の保安基準（昭

和２６年運輸省令第６７号）に適合し、緊急自動車として承認が得られるものである

こと。 

 

４ 車両は、緊急消防援助隊設備整備の救助工作車（Ⅱ型）補助対象規格に適合するこ

と。 

 

５ 本救助工作車は、あらゆる災害救助活動に対応できるよう、キャブオーバー型ダブ

ルキャブ低床式５．５トン級消防専用シャーシ（４輪駆動方式）後軸増トン仕様、ウ

インチ装置、クレーン装置、発電装置、照明装置を装備し、車両ボックス内に積載し

た救助用資機材等を活用して災害時の人命救助活動に対応するために製作するもの

で、各部構造装置は堅牢で耐久性に富んだ部材で製作すること。 

 

６ 本仕様書に明記されていない事項は、メーカー公表の標準仕様とする。 

 

７ 車両製作に使用する機械、積載品は、すべて最新型のものであること。 

 

８ 本仕様書に疑義が生じた場合、又は変更を必要とする場合は、事前に消防本部担当

者へ連絡の上、指示又は承認を受けるものとする。 

 

９ 受注者は、製作に先立ち、消防本部と細部にわたり十分な打合せを行った後、速や

かに下記の図書を各３部、Ａ４版ファイルに製本のうえ、契約後６０日以内に消防本

部へ提出すること。 

なお、受注者は消防本部の承認を受けた後、艤装、改造を行うものとする。 

（１）救助工作車製作前に次の書類を提出し、消防本部の承認を得ること。 

ア 製作工程表  （契約締結８週間以内に提出する） 

イ  艤装５面図（前、後、上部、両側面） 
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ウ 主要装備品図及び架装図 

（ア）ウインチ装置 

（イ）クレーン装置 

（ウ）発電装置（発電機組立図含む） 

（エ）照明装置 

（オ）操作盤（制御盤、配電盤） 

エ 電気系統図、配線図及び油圧配管図 

（配線、容量、数量一覧表及び無線取付け概要図を含む） 

オ 改造自動車計算書 

カ 積載機材類の積載概要図 

キ 車両総重量計算書 

 

10 本救助工作車の納車時に次の図書を製本し、２部消防本部に提出すること。 

（１）取扱説明書 

ア 車両取扱説明書 

イ 装備品取扱説明書 

ウ 救助用資機材取扱説明書 

（２）改造自動車等審査結果通知書の写し 

（３）自動車検査証の写し（新規登録直後、速やかに提出すること） 

（４）機材積載要領図（積載品等一覧表を含む） 

（５）主要装備品及び架装図 

ア ウインチ装置 

イ クレーン装置 

ウ 操作盤（制御盤、配電盤） 

（６）修理説明書（各装備装置含む）及びパーツリスト 

（７）写真（カラーサービス版、ＣＤ-Ｒ付） 

ア 艤装行程写真 

イ 完成写真（新規登録後のナンバー付のもの） 

（ア）完成車の車両外観四面、左右斜め前方及び車内三面   ４枚組 

（イ）積載品、付属品                   ４枚組 

（ウ）ボディー各部の状況、取り付け部品の状況       ４枚組 

（エ）その他消防本部指示のもの 

（８）緊急自動車届出確認書（正） 

（９）各種性能試験等の成績表（発電機、クレーン、ウインチ、照明装置を含む） 

 (10) 車両保証書 

(11) その他消防本部が指示するもの。 
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ア  本仕様書記載事項で疑義又は、仕様の変更が生じたときは、消防本部担当者の

指示を受け協議後、仕様の変更については全て文書にて消防本部へ報告するもの

とする。 

イ 仕様書に明記されていない点は、メーカー公表の標準とする。 

ウ 本仕様書文中の前後左右は、車両の進行方向を基準とする。 

 

11  登録等に係る費用は次のとおりとする。 

（１）自動車新規登録に係る必要な経費（重量税を除く）、車検手続き、船舶検査手続

き、高圧ガス容器登録及び本仕様で示された機能を十分満足する機器の調整、その

他の費用は受注者の負担とする。 

（２）改造又は変更部分の検査に要する費用は、受注者の負担とする。 

（３）仕様書及び承認書類に基づく、中間検査、完成検査は消防本部の指定した場所で

実施する。 

 

12 本仕様書の事項で、その機能が十分達成されるものであれば変更することができる

が、本仕様書の内容を下回ることはできない。また、仕様書に定めのない事項及び細

部については消防本部と協議し、指示を受けること。 

なお、受注者が公表している標準艤装、取り付け装置、積載品等はすべて含むこと。 

 

13 完成車は消防車として岐阜陸運支局に新規登録し、燃料を満量にし、消防本部が行

う検査及び試験に合格した後に引き渡しをするものとする。 

 

14 納入後、消防本部の救助隊員に取り扱い操作要領の説明を行うこと。 

なお、救助資機材を使用するために付属品等が必要とされる場合は、最低限の必要

な部品を取り付けて納入すること。 

 

15 現在使用している救助工作車の資機材を引き取り、無償で処分すること。 

なお、引き取り資機材については、消防本部担当者と協議すること。 

 

16  保証期間 

保証期間は、納入後１年とする。ただし、保証期間経過後であっても、設計、艤装

及び資機材等に起因する不都合な事項は、受注者の責任において早急に対処するもの

とする。 

 

17 納入後、２回（１ヶ月又は１,０００ｋｍ以上及び３ヶ月又は５,０００ｋｍ以上） 

の新車点検を無償で実施すること。 
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18 納入後１年以内に、主要装備品等の年次点検等を無償で実施すること。 

 

19  納入期限 

令和５年３月３１日までとする。 

 

20  納入場所及び数量 

岐阜市長が指定する場所 

所属 住所 数量 

岐阜南消防署 岐阜市茜部本郷１丁目１２ １台 

瑞穂消防署 瑞穂市別府２４５１－１ １台 

 

第２章 シャーシ仕様 

１ 本救助工作車に使用するシャーシは国家検定に合格した、キャブオーバー型ダブル

キャブ低床式４輪駆動シャーシで最新型とする。また、本仕様書に於いて指定した以

外の装備については、シャーシメーカーが公表した標準取り付け品が装備されている

ほか次のとおりとする。 

（１）型別      キャブオーバー型ダブルキャブ５．５トン級消防検定シャーシ

（最新） 

後軸仕様 増トン（１１．９９トン仕様） 

（２）ホイルベース  ３，７９０ｍｍ程度 

（３）エンジン    ディーゼルエンジン 

総排気量  ５，０００ｃｃ以上 

自動車最大出力 約２３０ｐｓ以上 

消防ガバナー装置式 

（オールスピードガバナー式１,８００rpm作動） 

新長期規制値をクリアする車両とすること。 

（４）駆動方式    ４輪駆動方式 

（５）変速装置     オートマチックトランスミッション 

（６）全長      ８,１００ｍｍ以下 

（７）全幅            ２,３５０ｍｍ以下 

（８）全高            ３,２５０ｍｍ以下 

（９）乗車人員        前席２名、後席３名、計５名  

（10）シャーシフレームは捻れ等に対し堅牢な構造とし、増トン対応型とすること。 

 

２ 本シャーシの装備取り付け品及び付属品は、次のとおりとする。 

（１）ブレーキ         ＡＢＳ方式、排気ブレーキ  
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（２）サスペンション     悪路用（リーフスプリング増し） 

（３）エアコン        純正品１式 

（４）バッテリー       １２Ｖ－１５５ＡＨ又は同等以上のもの×２ 

（５）オルタネーター         ２４Ｖ－９０ＡＨ以上 

（６）パワーウィンドウ    全席 

（７）操舵装置        チルトステアリング、フロントスタビライザー 

（８）サイドミラー      熱線ヒーター付き電動リモコンミラー 

               左側電動格納式 

（９）キャブチルト装置    電動油圧式（支持棒付き） 

（10）オイルパンヒーター     キャプタイヤコード１０ｍ付  

外部充電兼用（ずぼら） 

（11）車体ジャッキ       専用ジャッキ（一式 ） 

（12）車両後退警報機      １式（音声指示付き） 

（13） 時計                  大型デジタル時計 

（14）バックアイモニター   １式（取付方法は別途協議） 

（15）ドライブレコーダー   ドライブレコーダー 

（市光工業 最新のもの 補助カメラ、ＳＤカード）詳

細は別途協議 

 (16) サンバイザー      運転席、助手席 

（17）サイドバイザー      キャビン各ドア上部 

（18）スペアータイヤ     １式（スタッドレスタイヤ）アルミホイール付き 

（19）タイヤ         スタッドレスタイヤ（全輪）アルミホイール付き 

（20）計器類         エンジン回転計（積算計付き）、油温計 

（21）タイヤチェーン         １式（固定バンド付き） 

（22）フロアーマット         １式（前後席） 

（23）マッドガード           大型４個 

（24）予備ヒューズ           取付数と同数 

（25）車両標準工具      １式 

（26）消防マーク       １個（１５０ｍｍキャビンフロント中央車両メーカー

マーク取り外し） 

（27）反射板         １式（追突防止用） 

（28）前照灯         ＬＥＤランプまたはディスチャージランプ（詳細は別

途協議）フォグランプも同様とする。 

（29）路肩灯         １式（左２箇所、右１箇所） 

（30）後退灯         １式（車両後部２灯） 

（31）三角表示板             １枚 

（32）燃料タンク             １００Ｌ対応型（容量について別途協議） 
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（33）車両動態装置（AVMGPS） １式 

（34）その他              シャーシメーカーが公表した標準装備とする。 

（35）インバーター1000W相当 キャブ内電源取出２口取出しとする。 

（詳細は別途協議） 

                

 第３章 キャビン艤装仕様 

１ キャビン構造 

（１）キャビンは、５名乗車のダブルキャブで赤色警光灯一体型ハイルーフにすること。 

（２）ＣＦＲＰ製のハイルーフ仕様にすること。 

 

２ キャビン外装 

（１）キャビン上部は強固な骨組みを取り付け、その上をアルミ縞鋼板で囲うこと。 

（２）取り付けるアルミ縞鋼板は、キャビン上部をほとんど覆うものとすること。 

（３）上部をフラットに仕上げるとともに８カ所（四隅及び前後左右中央部分）にステ 

ンレス製Ｄ環（耐荷重５０㎏以上）を取り付けること。 

なお、取り付ける数量、位置については消防本部担当者と協議すること。 

（４）取り付けたアルミ縞鋼板は、動荷重１５０㎏（静荷重３００㎏）以上の荷重に十 

分耐えられるように、キャビン上部及びキャビン内天井に適切な補強を行うこと。 

（５）サイレン、警鐘、拡声の３種切り替え式の最新大阪サイレン製アンプを取り付け

ること。スピーカーは、電子サイレンアンプに適合するものであること。また、必

要に応じてキャビン内のサイレン音を減衰できる機能を有しているものとするこ

と。また、取り付け位置はキャビン上部ハイルーフへ設置または内蔵とし、防雨防

雪カバーを取り付けること。（大阪サイレン製アクティブ制御スピーカーＭＲＡ－

ＳＰ－３０Ｒ） 

（６）モーターサイレンは、キャビン上部ハイルーフ内蔵とすること。 

（７）赤色警光灯は、高感度ＬＥＤでハイルーフ一体型とすること。また、キャビン上

部ハイルーフ前方部の適切な位置に取り付けること。（大阪サイレン製ＭＲＡ－Ｂ

３１０） 

（８）赤色警光灯本体重量、車両走行中の振動及び雨水の浸入に十分に耐えられるよう

適切に補強等を行うこと。 

（９）赤色点滅灯は、下記の場所に取り付けること。 

 ア フロントグリル ２個 

 イ 車体資機材収納部の上部板（左右） 各２個 

  ウ 車体資機材収納部の後面上部（左右） ２個 

（10）標識灯はハイルーフ一体型とし、左右に各１箇所とすること。地は黄色、指定文

字は黒色で「南署」、「瑞穂署」と記入し指定文字の寸法は、別途指示する。 
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（11）キャビン左下方にバッテリー専用引き出し式ボックス（ローラー引き出し式）

をキャビン右下方に照明装置用コントローラーを収納できるボックスをそれぞれ

設けること。 

（12）キャビン左右の後部ドア下方に車輪止め（硬性ゴム大型４ヶ）を取り付けるこ

と。 

（13）車両前部にロック装置付き牽引用ピンドルフック（ステンレス製）、後部に外

れ止め付き牽引用フックをシャーシフレームから取り出し（使用荷重３ｔ以上）

各２個を設けること。 

（14）音声合成装置を設けること。音声合成装置は最新大阪サイレン製品とし、車載

アンプに接続して運転操作に連動した音声メッセージ出力ができること。音声メ

ッセージの種類は、標準搭載メッセージのＣＨ１～ＣＨ５を別途指示のとおり変

更すること。ただし、後退放送は別スピーカーとし、解除スイッチをキャビン内

に設けること。 

（15）後部ステップは、後席乗員が安全に乗降できる様、アルミ二段ステップ（グレ

ーチング仕様）とすること。なお、乗車人員の安全な乗降に必要な握り棒又は、

手摺りを設けること。 

（16）キャビン上部中央に無線電話装置の空中線（アンテナ）およびＡＶＭアンテナ

等を取り付け、無線の取り付けに関しては、無線取り扱い業者と別途協議する。 

（17）電装品の各配線は、キャブ内張内を通しキャブ本体の貫通箇所は、雨水等の漏

れを防止する構造とする。 

（18）キャビン艤装については、各関係業者間において事前に十分な打ち合わせを行 

うこと。（無線機用の外部スピーカー等） 

 

３ キャビン内部 

（１）乗車定員は５名（前２人、後３人）とし、安全に乗車できる座席を設けること。 

（２）乗車人員の乗降時及び、走行時において、安全に必要な握り棒、手摺り及びシー

トベルトを設けること。 

（３）後部の背当ては、空気呼吸器の着装が容易に行えるよう呼吸器埋め込みボストロ

ム式とし、空気呼吸器取付装置（７Ｌボンベ用クイックホルダー３基）及び面体用

フックを設けること。 

（４）後席の座面は跳ね上げ式とし、背板は呼吸器内蔵型とすること。また、長距離、

長時間の移動の際も座面水平を維持することができる適切なクッション構造とす

ること。 

（５）後席の床面から天井までの有効高さは、１,８００ｍｍ以上とすること。 

（６）後席は、跳ね上げた時に足元空間（前後６００ｍｍ程度）を最大限確保し、大型

資機材の平積み積載も可能とすること。 



8 
 

（７）後席座面下部に、車両ナビゲーションシステム装置が収納できるスペースを設け

ること。 

（８）後面ガラス窓内側に、ガラス保護フィルムを取り付けること。 

（９）ダッシュボードに各取り付け装置の最新製１０連スイッチ集合盤を設け、スイッ

チ類毎に名称及びパイロットランプに、その旨を銘板表示すること。 

なお、センターコンソールボックスは小物入れとして兼用できるものとし、ボッ

クス内には各警報装置関係、艤装関係ヒューズボックス等を付けること。 

（10）重量１５０㎏以上の荷重に十分耐えられるよう天井に適切な補強を行うこと。 

（11）運転席及び助手席の上部に単独・ドア連動スイッチ付のＬＥＤ屋内灯を各１個取

り付けること。（もしくは中央部分に長方形型ＬＥＤ屋内灯１個） 

（12）後席の上部に単独・ドア連動スイッチ付のＬＥＤ屋内灯を左右各１個取り付ける 

こと。（もしくは中央部分に長方形型ＬＥＤ屋内灯１個） 

（13）前席と後席の中央部（後席前方）に直径３２ｍｍ程度のステンレスパイプによる 

手摺りを設け、可動フック８個を取り付けること。（詳細は別途協議） 

（14）前席と後席の中央部（後席前方）に図面等が収納できるスチール製ボックスを設

けること。（詳細は別途協議） 

（15）後席上方前方に幅１，６６０ｍｍ×長さ６００ｍｍ程度の棚を、後方に幅１，６

６０ｍｍ×長さ３２０ｍｍ程度の棚を設けること。 

（16）前席中央部に、スイッチ類、アンプ類、無線機を集中して取り付けること。 

なお、AVMモニターの取り付け位置は別途協議する。 

（17）助手席から操作できる位置にモーターサイレンのスイッチを設けること。 

なお、モーターサイレンのスイッチと解るよう明示すること。（詳細は別途協議） 

（18）内張は電装品及び各配線の点検が容易に行える構造とすること。 

（19）無線障害を防止するための処置を施すこと。 

（20）ワイヤレスマイクとアンプ(ユニペック製４点セット、60w型)、スピーカーは赤

色灯サイレンスピーカーと兼用とする。受信アンテナのケーブル貫通部の防水気密

を確実に行うこと。受信アンテナ取り付け位置は別途協議する。 

（21）車両動態端末（AVMGPS）については、既存の救助工作車（南署・瑞穂署救助工作

車）に積載してある車両動態端末（AVMGPS）１式を取り外し、納入する救助工作車

に配線し取り付けること。配線、アンテナ等は新品とする。 

なお、以下の端子を装備した車両位置動態車載端末装置アダプターボックスを取 

付けること。 

ア バッテリープラス端子 

イ バッテリーマイナス端子 

ウ ＡＣＣ端子 

エ 車速パルス信号 



9 
 

オ バック信号 

（22）無線電話装置は、既存の車両に積載してある無線機を取外し、納入する車両に取 

付けること。 

なお、配線及びアンテナ、スピーカー等は新品を使用すること。 

（23）ドライブレコーダー一式（市光工業の最新、補助カメラ、ＳＤカード）を納入す

る車両に取付けること。 

（24）助手席のシートは空気呼吸器収納式シートとする。（詳細は別途協議） 

（25）前後座席には、防水シートカバー施すこと。（詳細は別途協議） 

（26）運手席まわりの各スイッチ類を、夜間でも充分視認できるよう照明を設けること。 

（詳細は別途協議） 

（27）後方視界用カラーモニターを、リヤエプロン中央上部（保護カバー付）に設け、

キャビン内のルームミラー型モニターで常時確認出来るようにすること。 

  

第４章 車体艤装仕様  

１ 車体艤装に関する一般的事項は次のとおりとする。 

（１）車体の構造及び艤装は、堅牢で耐久性を十分考慮して制作すること。 

（２）車体の骨組みは完全に自立する構造とし、側板、腰板、シャッター扉等には直接

大きな荷重を負担させないこと。 

（３）本車体のシャーシに骨組みを取り付ける場合は、原則としてリベット継ぎ手又は

ボルト締め（緩み止めを施す）により行うこと。 

（４）艤装に使用する材料は精選し、耐蝕性に優れた材料を用いること。 

（５）艤装は、各装置の点検が容易に行えるよう組み立て取り付けること。 

（６）艤装完了時には、鋭利な突起が残存しないものとし、ボルト、ナット等は全てス

テンレス製とし危害防止上安全な仕上げを行うものとすること。 

（７）車両最後部両側面に車幅灯を取り付けること。（スモールライト連動） 

（８）作業灯は下記の場所に取り付けること。 

 ア キャビン後部扉上部（左右） 各１個（ＭＹＳＷ－Ｌ６６０Ｈ－Ｗ） 

 イ 車体資機材収納部の手動開閉式アルミシャッター上部板（左右） 各２個 

  ウ 車体資機材収納部の後面上部（左右） 各１個 

 エ 車体資機材収納部の手動開閉式アルミシャッター上部板（内側左右足元灯） 

各２個（詳細は別途協議） 

なお、イ、ウ及びエの作業灯のスイッチは車体側面に設けること。 

（９）車体の両側面リアフェンダーは展開ステップ（チェーン・アームレス式構造）と 

し、前後ステップとの高さを揃えるフラット式にすること。 

 

２ 積載品の収納ボックスの艤装は、次のとおりとする。 

（１）荷台の積載スペースは、「救助隊の編成、装備及び配置の基準を定める省令」別
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表第１、第２及び第３に定める救助資機材及び消防本部が指定する救助資機材を

積載可能なものとすること。 

（２）荷台は、中央で分割し、両側面を左右１区画とすること。左右に手動式開閉式ア 

ルミシャッターを設け、左側は３枚のシャッター、右側は２枚のシャッターで区切 

ることとし、右側の後部に担架等を縦積みできる区画を設けること。また、両側面 

の下部には、できるだけ大きくボックスを設け、両側面とも下蝶板式二重ロック装 

置とし、上部の機械の取り出しを容易にするため、扉（内側はアルミ縞板）は、ス 

テップ（チェーンレス）として利用可能な強度の構造とすること。 

なお、艤装上、引き出し式ステップとする場合など、詳細は別途協議するものと

する。 

（３）歪みやがたつき等がなく安全ロック付き（鍵付き）構造とすること。 

（４）荷台内の資機材は、全て固定器具やベルト等によって確実に固定するとともに、

脱着が容易に行えるようにすること。 

（５）荷台内の資機材の積み降ろしを容易にするため、大型回転扉、パッタン扉、アル

ミボックス、可倒式パイプローラー及び引き出し装置等を必要に応じ設けること。

（詳細は別途協議） 

（６）油圧救助器具のパワーユニットは、容易にエンジンが始動でき、持ち運びできる 

ようにすること。（詳細は別途協議） 

（７）荷台内の後部に、マンホール救助器具又は簡易起重機、キャビン側面にバスケッ 

ト担架・バックボード等の長尺救助資機材が収納できるボックスを設け、車両後部

又は車両側面から容易に降ろせる構造とすること。（詳細は別途協議） 

（８）車両後部の収納スペースの左右にウインチ用フック及びシャックル用引出装置付

近収納ボックスを設けること。 

（９）資機材の格納配置については、重量物品をできるだけ下方に積載するように考慮 

するとともに、同一用途ごとにまとめて収納すること。 

（10）荷台には、水抜き穴を設け、必要に応じ排水パイプを取り付けて車体の下方に取 

り出すこと。 

（11）荷台には、格納資機材を有効に照明でき、極力突出のない室内灯（必要に応じて

保護枠付き）を設け、メインスイッチを運転席に設けること。 

   なお、室内灯の位置は、資機材積載時を考慮しボックス内手前側とすること。 

（12）荷台のシャッターの開閉状況（半ドアー等）が、運転席において確認できる装置 

を設けること。 

（13）荷台の上部はアルミ縞鋼板とし、雨水の滞留及び浸水等のないような構造とする

こと。また、赤色警光灯（ＬＦＡ３００）、作業灯（ＭＹＳＷ－Ｌ７４０Ｈ－Ｗ）

が取り付けられるよう両側に側板の立ち上げを設けること。（詳細は別途協議） 
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（14）荷台には、昇降することができる梯子（ステンレス製）を車輌の前後部の両側に 

設けること。（詳細は別途協議） 

   なお、梯子の横桟部分にはアルミ縞鋼板を張ること。 

（15）荷台の上部には、三連梯子及び鍵付き梯子を２段で積載し、電動式自動昇降装置 

（佐藤工業所製 SSA-Ⅱ）を設けること。 

（16）荷台上部に資機材の収納ボックス（アルミ製ボックス）を設け、走行中に収容物 

が破損等をしない構造とし、ボックスに吊り上げフックを取付け、クレーンで容易 

に昇降できる構造とすること。（サイズ等詳細は別途協議） 

（17）荷台上部の収納ボックス（アルミ製ボックス）の下に、ステンレス製Ｄ環（耐荷

重５０㎏以上）を６個以上取り付けること。（詳細は別途協議） 

（18）荷台には、資機材を搭載、移動又は落下を防止する固定装置（取り付け金具、バ 

ンド等）を設けること。（詳細は別途協議） 

（19）車輌左右側面前方には袖板を設け、上方に左右貫通式のボックス、下方に車外無

線機送受話器ボックス及び車外スピーカーを設けること。 

（20）車体には、粉末消火器２０型（自動車用）１本を取り付けること。 

（21）荷台側部には、車輪止め（硬性ゴム大型４ヶ）を取り付けること。 

（22）リアバンパーは、後面左右にLED丸形コンビネーションランプ各1式、LED内臓大 

型折り畳みステップ各２個、バウシャックル各１個を設け、上面左右の両端に手す

りを設けること。 

（23）車両後部の下方に、重量物排除用器具（チルホール等）の収納スペースを設け、

スライド式で容易に出し入れできるようにすること。また、上方は小物入れを設け

ること。 

（24）装備品の取り付け及び資機材の積載方法については、次によること。 

ア 資機材の配置については、消防本部担当者と事前に十分な打ち合わせを行うこ

と。また、製作過程において変更の必要があると認めた場合は、指示に従って変

更すること。 

イ 指示する資機材には、アルミ製等の収納箱を製作して収納し、振動等により中

の資機材が破損しない構造とすること。また、収納箱には搬送に便利な手掛けを

設け、それぞれの品名を記入出来るカードホルダーを必要に応じ設けること。 

ウ 呼吸器用空気ボンベ（９Ｌ型）４本以上、潜水ボンベ（１２Ｌ型）２本以上は、

収納棚を設けて積載する方法とし、飛び出し防止装置を設けること。（詳細は別

途協議） 

エ 車体左側面後方側シャッター内は、ロープ類、縛帯及びカラビナ等を吊り下げ

ることができるパンチングメタルの展開パネルを設け、自由に付け替えのできる

フックを１５個取り付けること。また、展開パネルの奥に上下２段程度の棚を設

け、パッタン扉を設置すること。（詳細は別途協議） 
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オ 資機材のうち、ハンマー、バール等の長尺物については、スライド収納装置又

はアルミボックス等により次のものを差し込み等の方法により、容易に取り出し

できるように取り付けること。（詳細は別途協議） 

（ア）ハンマー      各１本（大、小） 

（イ）鉄筋カッター   １本 

（ウ）万能斧         ２本（ＲＣバール） 

（エ）掛け矢      １本 

（オ）手斧             １本（ライトレスキューアックス） 

（カ）剣先スコップ     １本 

（キ）角スコップ     １本 

（ク）ノコギリ      ２本（折りたたみ式） 

（ケ）ツルハシ      １本 

（コ）バール       ３本 

（ライトレスキューハリガン３０、ピンチバール２本） 

（サ）とび口      ２本 

カ 装備品及び資機材等を収納する際、緩衝材を必要とするものについては、緩衝

ゴム等で保護すること。 

キ 車体の両側面リアフェンダー部分前後（高さ１ｍの位置）に、使用荷重３００

㎏以上の支点（フレノリンクボルト、全方向型）を２個以上設けること（詳細は

別途協議） 

ク 車体の両側板それぞれにステンレス製支点リング（耐荷重１００ｋｇ以上）を

３個以上取り付けること。（詳細は別途協議）また、取付け部周囲は、塗装剥離

を防止するため、ステンレス製ガード等を取り付けるとともに、支点リング下部

保護カバーを３個付属すること。 

ケ 各収納ボックスの器具取り出し及び収納の際に、ボックスに損傷を与えるおそ

れがある部分には、スノコ板等を設けること。 

（25）積載する救助用資機材については、別表のとおりである。 

なお、仕様書記載の品名等に限らず、最新式のものとし別途協議すること。 

 

３ ウインチ装置は、次のとおりの性能のものとする。 

（１）ウインチ装置は、キャビン前部に設け、駆動はフライホイルＰＴＯにて行えるこ

と。 

（２）前部ワイヤーロープは径１４ｍｍφワイヤー、長さ３０ｍ以上とする。 

（３）ワイヤーロープ巻き込み装置に、ローラーフェアリードを取り付けること。 

（４）安全装置（過荷重防止装置及び、逆転防止装置）を取り付けること。 

（５）性能は、最大牽引力５.５ｔ以上とすること。 
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（６）フロントバンパーの先端コーナーは、可能な限りカットして丸くし、ウインチを

挟んで牽引用のピンドルフック（３ｔ用ステンレス製）を２個取り付けること。ま

た、下部にバウシャックルを２個設けること。（詳細は別途協議） 

（７）有線リモコン操作と無線ラジコン(フロントウインチ操作、クレーン操作、照明

操作兼用、荷重表示機能付き)操作が可能なものであること。 

（８）ウインチ操作作業灯を設けること。また、ウインチ使用時、ドラムへのワイヤー

の巻取り状況が容易に確認できること。 

（９）ワイヤー乱巻き防止装置付きとすること。 

（10）テンション表示機能を設けること。（ウインチ本体及び有線リモコンに0.1ｔ単

位で自照式にて表示） 

（11) 付属品 

ア 玉掛け用ワイヤーロープ（アイ付きステンレス製、径１０ｍｍ、長さ１ｍ、３

ｍ、５ｍ、を各２本）及びワイヤー用滑車（詳細は別途協議） 

イ ウインチヘッドに防水カバー（ステップ兼用、脱着が容易なもの）  

（12）本仕様書に明記されていない事項は、ウインチメーカー公表の標準仕様とするこ 

と。 

 

４ クレーン装置は、次のとおりの性能のものとする。 

（１）クレーン装置は、ブームは荷台の上部にブームを前方方向に収納すること。 

（２）動力伝導装置はフライホイルＰＴＯ方式（確認ランプ付き） とし、油圧ポンプ 

（定格出力：４０L/min×２個）を駆動させることにより作動すること。 

（３）最大吊り上げ能力２．９ｔ、最大作業半径７.５ｍ以上とし、最大地上揚程９ｍ 

以上とすること。 

（４）アウトリガー最大張出し幅は３６００ｍｍ以内（最大クレーン容量２．９３ｔ×

２．６ｍ以上、七角形ブーム段数３段以上）とすること。 

（５）クレーン装置は車体と同色とすること。（下地はカチオン塗装を施すこと） 

（６）付帯装置 

ア 荷重計 

   イ 巻過防止、乱巻き装置付き（ワイヤーロープ押さえ装置） 

ウ ブーム、アウトリガー未格納警報装置をキャビン内に取り付けること。 

エ クレーン・ＰＴＯ確認ランプを取り付けること。 

  オ  操作レバーを有効に照明できる照明灯を（防水型ＬＥＤ ＭＹＳＰ-Ｌ１８- 

Ｗ）左右操作部に設けること。 

カ  無線ラジコン装置（照明・ウィンチ併用型、荷重表示機能付き）を取り付ける 

こと。 

キ  アウトリガー飛び出し防止装置は、二重安全装置を取り付けること。 
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ク  両アウトリガーの端部には黄色点灯（アウトリガー連動）を取り付けること。 

また、アウトリガーに側板カバーを取り付けること。 

ケ  荷を平行移動及び水平移動できる、ナビ機能を設けること。 

  コ 旋回自動停止付格納装置付とすること。 

    サ 操作部の見やすい箇所にデジタル式荷重計を設けること。 

    シ ブーム高さ制限装置を設けること。 

  ス ブーム先端にブーム先端灯（ＬＥＤ）を取り付けること。（詳細は別途協議） 

（７）付属品 

 ア 油圧オイル用予備オイル ６０Ｌ(２０Ｌ×３缶) 

イ ベルト式スリング（２ｔ用、３ｍ、５ｍ、７ｍ）各２本 

ウ シャックル２個（使用荷重３ｔ以上） 

 エ アウトリガー用敷板２個、車体外部（アウトリガー近く）の容易に取り出せる

位置に収納スペースを設けること。 

オ シャックルＳＥ－２０型４個、ＳＥ－３０型４個 

 

５ 照明、発電装置は、次のとおりの性能とする。 

（１）照明器具 

ア  照明 ＬＥＤ２０００Ｗ×２灯 

   イ 電源 ＡＣ２００Ｖ 

  ウ 上面障害検知センサーを照明本体に取付け、上面障害物との距離が２ｍ以下と 

なると安全装置が起動し、伸縮柱が上昇できなくなること。自動上昇中に安全装 

置が起動した場合は、伸縮柱の上昇を停止してその場で旋回・起伏しＬＥＤを点 

灯すること。 

    エ 発電機起動後、１つのボタンで右90度、左90度、正面の3つの位置に自動上昇(伸 

縮柱の全伸⇒旋回⇒投光器の仰動作)を行い、対象物への照射を迅速に行なえる 

自動上昇装置を設けること。なお、障害物までの距離を操作ハンディーリモコン 

に表示すること。  

  オ 自動収納装置を設けること。 

（２）伸縮、ふ仰旋回装置 

ア 設置場所   資機材収納ボックス上部 

  イ 伸長高    全伸長３.０ｍ以上 

   ウ 旋回角度   １８０度 

   エ ふ仰角    ３６０度（エンドレス回転） 

   オ 周波数    ５０Ｈｚ／６０Ｈｚ 

  カ 伸縮速度   １５０ｍｍ／Ｓ以上 
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キ 操作方法   ハンディータッチパネル式コントローラー、無線リモコン 

（フロントウインチ、クレーン兼用） 

ク 伸縮段数   ５段 

（３）発電装置 

ア 出力     １３ＫＶＡ以上 

イ 電圧     ２００Ｖ（５０Ｈｚ）/２２０Ｖ（６０Ｈｚ） 

ウ 電流     ３４．１Ａ 

エ 電気方式   三相 

オ 周波数    ５０Ｈｚ／６０Ｈｚ 

カ 発電方式   ブラシレス式励磁方式 

キ 駆動方式   フライホイルＰＴＯ 

ク 差し込みコンセント（１００Ｖ）を車両の前後に各１個以上設けること。 

なお、コンセントは２極平行盤型ロック式コンセント１５Ａ２個付きとし防水 

型とすること。（詳細は別途協議） 

ケ 表示灯（塔上昇中、発電中、照明中）はパイロットランプで表示すること。 

コ フルパワーＰＴＯにより油圧ポンプを駆動させ、油圧により発電機を駆動させ

ること。なお、発電機定格出力送電中の走行用エンジン回転数は毎分約８００～

９５０ｒｐｍを維持する低速回転モードとウインチ・クレーンをスピーディーに

作動させるため、約１０００～１２００ｒｐｍを維持する中速回転モードを設け

ること。また、発電機定格出力範囲内において負荷が発生した場合、及びクレー

ン、ウインチを同時に使用することによる負荷が生じても、同じくエンジン回転

数は各モードの回転数を維持することができ、且つ照明照射の維持、並びに電源

供給による作業、クレーン及びウインチ操作の作業が支障なくできること。 

 

６ 無線電話装置（車載型） 

  消防無線電話器等、取り付け配線は次の要領とする。 

（１）消防用無線電話器                                          １ 

（２）無線用ホイップアンテナ                                    １ 

（３）キャブ後部用スピーカー                                    １ 

（４）車外スピーカー  （前後部、スイッチ付き）       各２ 

（５）車外無線送話器及び取り出し口               １ 

（６）配線は、同軸ケーブル保護管付きで配線を行うこと。 

 

７ 塗装について  

（１）塗装  

ア 塗装面は錆を落とし、油類の清掃及び洗浄を完全に行い、乾燥を充分に行っ
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た後塗装すること。 

    イ 指示する以外の車体塗装は朱色とし、良質な材料を用いて、ウレタン塗装を行 

うこと。 

    ウ 指示する物には、クロムメッキ処理を施すこと。 

（２）塗装箇所（詳細は別途協議） 

ア ボックス内      シルバー 

    イ  クレーン本体      朱色塗装（消防色） 

ウ クレーンジャッキ   黄色と黒色のトラサク 

エ フロントバンパー     朱色塗装（消防色） 

オ キャビン内部     シャーシメーカー標準色 

カ 床裏及びフェンダー裏灯の車体周りは黒色塗装 

キ シャッター（両側面） 朱色塗装（消防色） 

（３）塗装要領 

    車体全般の朱色塗装（消防色）はウレタン塗装を行うこと。 

ア 素地調整 

イ プライマ塗り 

ウ パテ付け 

エ 水研ぎ 

オ 上塗り（仕上げ塗り３回以上） 

カ 磨き 

 

８ 車輌表示文字 

（１）キャビン記入文字 

ア キャビン後部両側ドアの中央部に「岐阜市消防本部」と白文字で左横書き記

入（１文字 H１２０ｍｍ×Y１００ｍｍ）し、消防本部が指定するデザインを記

入すること。 

イ 字体は、丸ゴシック体とする。 

ウ  岐阜市と表示した標識板をフロントバンパー右上部に取り付けること。（文

字サイズ、標識板については別途協議） 

エ キャビン前部及び車両後部に白文字で「岐南４１」（南署）、「瑞穂４１」（瑞

穂署）を記入すること。 

オ キャビン上部アルミ縞鋼板に黒文字で対空表示「岐南４１」（南署）、「瑞穂

４１」（瑞穂署）を記入すること。 

（２）荷台の記入文字（詳細は別途協議） 

ア 消防本部が指定するデザインを荷台の両側シャッターに記入すること。（字

体、色、大きさは別途協議） 
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イ 資機材収納箱及び引き出しボックス面に記載する積載品名等は、黒色で寸法

は適宜とする。 

ウ 車体両側部に消防本部の指示した、ライン及び記号等を記入すること。（詳

細は別途協議） 

（３）標識灯の記入文字 

ア 字体は、丸ゴシック体とする。 

イ 標識灯前面に左から黒文字で記入すること。（文字は「南署」、「瑞穂署」） 

 

第５章   その他 

１ 取付け品及び付属品 

（１）タイヤチェーン （車輌後輪用） １組 

（２）消防章 （キャビンフロント取付け、車輌マーク取り外し）φ150㎜以上 １ 

（３）ウインチ装置防水カバーはアルミ製とする。（フロントナンバーはカバーに取り 

付ける。） 

 

２ 協議 

  本仕様書において疑義等が生じた場合は、消防本部と協議すること。 

 

第６章  検査 

１ 中間検査 
各艤装部分及び取付け品の位置、固定方法等について消防本部職員と中間検査を実

施するものとする。（艤装メーカー営業担当者及び製造担当者が立会うこと） 
２ 検収検査 

新規登録検査に合格後、消防本部が本仕様書に基づいて各種検査を実施し、全てが

良好と認め受注者から車両を受領して完了する。（艤装メーカー立会） 
しかし、検査の結果で消防本部が不合格と認めた箇所については、受注者は速やか

に改修し再検査を受けること。 
なお、改修等に要する費用は受注者負担とする。 

 
第７章 補則 
１ 本仕様書に定められない事項でも、受注者が公表している仕様工作上において、当 
然必要なことはこれを施工すること。 

 
２ 資機材等については、努めて軽量化を図るものとする。ただし、強度を保ち変形し 
ないこと。 
なお、軽量化に伴い変更する場合は、消防本部と協議をすること。 

 
３ 完成車は、中部運輸局岐阜陸運支局の行う新規登録検査及び緊急車指定申請手続き

を完了後に本部へ納入する。 
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４ 自動車損害賠償責任保険、その他新車登録手続きに必要な経費（重量税を除く）は 
受注者負担とする。 

 
５ 完成車は、新規登録検査に合格後、各部の給脂等の点検整備を入念に実施し、燃料

及び各油を満量にして納入検収を受けること。 
６ 保証期間が経過後においても、使用資機材及び艤装による不備欠陥等による 故障

破損等は受注者の責任において速やかに修理若しくは交換し、それに要した費用は受

注者が負担する。 
 
７ アフターサービスは良心的に実施するとともに、修理を要するものについては、迅

速、かつ的確に行うこと。 
 
８ 保証期間は、納入検収後１年間とする。 

以 上 

     

 

（担 当）岐阜市消防本部消防課   ＴＥＬ０５８－２６２－７１６２ 

                      ＦＡＸ０５８－２６６－８１５４ 



 

 

 



取付品及び附属品　※一覧の数量は１台分のため、２台分の数量を要する。

NO. 品名 備考 数量

1 標識灯 ハイルーフ内蔵 1式

2 消火器 20型 1

3 赤色警光灯
大阪サイレン製（ハイルーフ内蔵）
ＭＲＡ－Ｂ３１０

1式

フロントグリル LFA100 2

車体左右側面　LFA300 4

車体後面 　LFA300 2

5 電子サイレン 大阪サイレン製　TSK-D152 1式

6 電子サイレンスピーカー 大阪サイレン製アクティブ制御スピーカー（ハイルーフ内蔵）
ＭＲＡ－ＳＰ－３０Ｒ 1式

7 後退警報器 1

8 車輪止 大　取付含む 2

9 ウインチ装置（前）　油圧 大橋機産　ＭＣＷ－５５０ＲＲＴ－Ｓ 1式

10 クレーン装置 タダノ　ＺＸ３０３　ＨＲＥＮＳＡ 1式

11 屋上発電照明装置 多摩川精機　ＳＱＥ４０００ 1式

4 補助赤色警光灯



 

 

 



NO. 品名 備考 数量

1 タイヤチェーン 1式

2 車外無線送話機取出口 左右各１箇所 1式

3 電動サイレン 6SA 1式

4 キャブチルト装置 1式

5 オイルパンヒータ 1式

6 スタッドレスタイヤ 1式

7 反射材 1式

軽微な変更として備えることができる取付品及び附属品
※一覧の数量は１台分のため、２台分の数量を要する。



 

 

 



その他装備品　※一覧の数量は１台分のため、２台分の数量を要する。

NO. 品名 備考 数量

1 バックアイモニター 市光製　ドライブレコーダ一体型　最新のもの 1式

2 ドライブレコーダー 1式

3 サンバイザー 運転席、助手席 1式

4 サイドバイザー キャビン各ドア上部 樹脂製 1式

5 スペアタイヤ スタッドレスタイヤ 1

6 エンジン回転計 シャーシ標準 1

7 油温計 シャーシ標準 1

8 電圧計 シャーシ標準 1

9 フロアマット シャーシ標準 1式

10 マッドガード 4

11 予備ヒューズ 1式

12 車両標準工具 シャーシ標準 1式

13 消防マーク 150ｍｍ 1

14 前照灯 LED又はディスチャージ 1式

15 路肩灯 左2個・右１個 1式

16 後退灯 1式

17 三角表示板 シャシ標準 1

18 ハイルーフ CFRP製ダブルキャブ赤色灯一体型 1式

19 キャブ上部D環 8

20 バッテリー引き出し装置 1

21 キャブ後部ステップ アルミ2段グレーチング 1

22 空気呼吸器取付装置 後部座席　ボストロム式 3



 

 

 



23 空気呼吸器取付装置 レスキューシート 1

24 防汚シートカバー 運転席・助手席・隊員席（３席） 5

25 面体フック 3

26 10連スイッチ 大阪サイレン製 1

27 キャブ内灯 前・後 2

28 可動フック S字フック 8

29 地図入れボックス A3サイズ 1

30 ワイヤレスマイク ユニペック製 1

31 車輪止 大　取付含む 6

32 フロントピンドルフック 2

33 フロントバウシャックル 2

34 リアバウシャックル 2

キャブ前面　LIA200　フロントパネル  左右各1個 1式

キャブ後部扉上部　MYSW-L600H-W　左右各１個 1式

側面シャッター上部　MYSW－L740H－W　左右各2個　 1式

後面上部　LIA300　左右各1個 1式

36 作業灯　天井アオリ部内側 左右各2個 1式

37 車両側面展開ステップ チェーンレス式 6

38 昇降梯子 天井への昇降用　ボディ左右各１箇所 1式

39 3連梯子昇降装置 佐藤工業所製　SSA-Ⅱ 1

40 アルミ縞板ボックス ボディ天井 1

41 ボディ天井支点 D環　耐荷重50kg以上 6

42 大型折畳ステップ LED内蔵 2

43 収納箱 左右側面資機材収納庫内 1

44 回転式棚 1式

35 作業灯



 

 

 



45 フェンダー内支点 フレノリンクボルト　左右2個 1式

46 天井側面支点リング 左右各3個 1式

径１０ｍｍ、長さ１ｍ 2

径１０ｍｍ、長さ３ｍ 2

径１０ｍｍ、長さ５ｍ 2

49 油圧オイル用予備オイル　 20リットル缶 3

２トン用、３ｍ 2

２トン用、５ｍ 2

２トン用、７ｍ 2

51 シャックル 荷重３トン以上 2

52 敷板 アウトリガージャッキ用 2

SE-20型 4

SE-30型 4

54 ワイヤー用滑車 ５トン用 1

55 無線機・ＡＶＭ移設 旧車両→新車両 1

53 シャックル

47 ワイヤーロープ（アイ付きステンレス製）

50 ベルト式スリング



 

 

 



1 省令別表第１　※一覧の数量は１台分のため、２台分の数量を要する。
品　　名 規格品質等 数量 摘　　　要

三連はしご チタン製　８．７m 1 関東はしごＫＨＡ－８７

かぎ付はしご チタン製　３．１m 1 関東はしごKHFＬ-TOT３１

収納ケース付き

関東はしごKHFL-Y-１１

スーパーソフトランディングSSL 1 藤倉航装　自立式

収納袋に「空気式救助マット」 専用収納袋付

救命索発射銃 赤尾製 1 スーパーショット

スローライン７０ｍ、弾頭３個、キューブ

平担架 バーティカルストレッチャー 1 ファーノワシントン製

付属品一式、アウタースキッド付き

専用収納袋付

バックボート 1 ファーノワシントン製

ハイテクバックボードモデル2010

ヘッドイモビライザーモデル445-Ｓ、ストラップモデル
436、固定ベルトモデル436-ＢＧ

サバイバースリング デラックスサバイバースリング 1 エマルゴテクニカルソリューション社製

P/N: AC01-070-00 Rev C

白（赤線２本入り）
3

東京製綱製　M打ち
三打ち１２ｍｍ×２００ｍ

赤
3

東京製綱製　M打ち
三打ち１２ｍｍ×２００ｍ

青
3

東京製綱製　M打ち
三打ち１２ｍｍ×２００ｍ

カラビナ ステン１０・１２ 30 KA10W-S

ダブルストッパー 30 KA12K-S

滑車 ワイドプーリー 8 PL-75W

油圧ジャッキ ラムシリンダー

1

・株式会社赤尾　ホルマトロ製
テレスコピックラムＴＲ５３５０ＬＰ
ステップチョークＡセット
ロックブロックＢセット
ラムサポートHRS２２

若しくは
・帝国繊維株式会社　ルーカス製
ストリームラインラムシリンダーＲ４３０
救助用ブロックＬＳＳセット２
ステップチョーク+ケグ2個セット
ラムサポートLRS－C

油圧スプレッダー コンビツール

1

株式会社オグラ製
ＲＰ－V２５０コンビツール
ＲＰ－Ｍ１８Ｖ

可搬式ウインチ チルホール（ＴＵ－１６） 1 チルコーポレーション製（２０mワイヤー付き）

径８ｍｍ×４ｍ 2 ステンレス製　　（アイ付）

径８ｍｍ×２ｍ 2 ステンレス製　　（アイ付）

CMCアリゾナボーテックス キットフット３種以上、アンカーポイント

ペツル製マエストロＬ×１個
ペツル製カラビナバルカン（トライアクトロック）×１個
ペツル製アサップロック×１個
ペツル製アサップアブソーバー（４０ｃｍ）×１個
ＣＭＣ製エンフォーサー
ＣＭＣ製アンカープレート（アルミ・ブルー）×２個
ＣＭＣ製プロスイベルプーリー２．０PMPダブル×２個
ＣＭＣ製プロシリーズ　アルミキーロックカラビナ（スク
リューロック）×１０個
ＣＭＣ製ＨＤ２プーリーシングル×２
ＣＭＣ製チューブラーウェビングテープ（イエロー３．６
ｍ）×５本
ＣＭＣ製プル―ジックコード８㎜×３０ｍ（赤・緑）各２本
ニューイングランド社製　ＫＭⅢ（白１００ｍ・赤５０ｍ・青
５０ｍ）各１本

救助工作車Ⅱ型積載資機材

マンホール救助器具

ワイヤーはしご ステンレス製、長さ１１ｍ

一
般
救
助
用
器
具

1

空気式救助マット

救助ロープ

ワイヤーロープ

重
量
物
排
除
用
器
具

1



 

 

 



エンジンカッター パワーカッター マキタ製ＣＥ０９０ＤＺ

金属・ステンレス用切断砥石×１５枚　フランジ付き

正配列レーザーブレード×１０枚　フランジ付き

ＢＬ１８６０Ｂ×２本

給水タンク（ホース付き）　２個（Ｄ９８８３９４６１０）

酸素切断機　オズ製 標準装備品付

ＯＺ―１００ 予備切断棒

ＯＺ－９－９０　２５本

ＯＺ－９－６０　２５本

予備ボンベ付

チェンソー マキタ製

1

MUC４０５DGFR
予備チェーン５本
チェーンソー用防護チャップス付
自動目立て器付

油圧切断機 カッター

1

・株式会社赤尾　ホルマトロ製
カッター　ＣＵ５０５０i
ペダルカッター　 HMC8U（油圧単動ホース３ｍ付）セット

若しくは
・帝国繊維株式会社　ルーカス製
カッターＳ５３０
ペダルカッター　Ｓ１２０

鉄線カッター ボルトクリッパー 1 BC６００

万能斧 岡田金属製 2 トップマン

大・小各１

モリタ製

アロカ製 TCS-1172

サーベイメーター 専用収納箱付

収納箱に「放射線測定器」と記
入すること

空 気 呼 吸 器 （ 調 整
器）

ｴｱ・ｳｫｰﾀｰ防災株式会社

5

ﾗｲﾌｾﾞﾑA1-12型　CX製面体付（収納袋付）ボンベ締め
付けバンドはＦカムベルトであること

・呼吸器１基につき面体カバーグラス（タイプF2）５枚、圧
力計ゴムカバー１個付、プレッシャーデマンド弁ゴムカ
バー１個付
・警報器の鳴動圧力を「６MPa」に設定すること
・空気ボンベ固定用レバーが、レバー受けから安易に外
れないよう措置を講ずること

空気ボンベ　９リットル（３００ｋｇ）

5

エア・ウォーター防災株式会社
ｶｰﾎﾞﾝ繊維製FRPｱﾙﾐﾆｭｳﾑ930CⅡAﾌﾞﾙﾈｯｶｰ（150°ﾊﾞ
ﾙﾌﾞ）
最高充てん圧力３０Mpa 上下カバー付
※岐阜市の登録番号　「J-005」を表示すること

空気ボンベ　７リットル（３００ｋｇ）

10

エア・ウォーター防災株式会社
ｶｰﾎﾞﾝ繊維製FRPｱﾙﾐﾆｭｳﾑ730CⅢﾌﾞﾙﾈｯｶｰ（150°ﾊﾞﾙ
ﾌﾞ）
最高充てん圧力３０Mpa　 上下カバー付
※岐阜市の登録番号　「J-005」を表示すること

破
壊
用
器
具

2

1

1

ガス溶断器

空気ボンベ

放射線測定器検
知
・
測
定
用
器
具

ハンマー

呼
吸
保
護
具
用
器
具

切
断
用
器
具

1



 

 

 



安全帯 タイタン ワイド補助ベルト付き　労働安全衛生法適合品

SL505-PRO-BL ワンタッチバックル式

革手袋 プロハンズ 5 ロープ降下用グローブ　CT－３８０（Lサイズ）

耐電手袋 ヨツギ製 5 ７０００Ｖ対応

防塵めがね 5 山本光学　ＹＧ－５０４

携帯警報機 ＭＳＡモーションスカウト 5 キー付き

ドレーゲル製 ＣＤＲ４５００

吸収缶（予備含む） 予備吸収缶10個付属（ＣＢＲＮＣａｐ１）

インナーサーベイジスーツ 2 ＫＨ－３型

保科製作所製

ＲＩ防護服

個人線量計 マイドーズアラーム
ＡＤＭ－１１２

検
索
用
器
具

簡易画像探索機 簡易画像探索機

1

プロカム　ＰＣⅡ-７８０Ｓ２

延長ケーブル　３０m
ハロゲンサーチライト　HL－５０

投光器 マキタ製

1

ML８０９
パワーソースキット２×１セット
ライト用三脚
防眩フィルム２枚付属

携帯投光器 レッドレンザー 5 ｉＬ７（防爆・防塵・防水型）

ノボル社製
ＴＤ－５０４Ｙ

小型で軽量のもの

応急処置セット ２０人用 １式

1

日本メディコ製
携帯用パルスオキシメータ１個付属
携帯用血圧計１個付属
ネックカラー２個付属

その他の携帯救助
工具

鉄筋カッター、万能斧、掛けや、
手斧、剣先スコップ、角スコッ
プ、ノコギリ、ツルハシ、バール、
とび口

1

仕様書《第４章２（２４）オ（イ）～（サ）》に記載のとおり

ＮUK－６０００

5
防毒マスク

5

携帯拡声器

放射線防護服

そ
の
他
の
救
助
器
具

隊
員
保
護
用
器
具

2

2

最大出力５Ｗ以上

2



 

 

 



２　省令別表第１、地域実情分　※一覧の数量は１台分のため、２台分の数量を要する。
品　　名 規格品質等 数量 摘　　　要

ＢＣジャケット

4

Ｋａｉ・ｌａ製
プロスペックＢＣD（ＳＵＢ－Ｘ）／Ｇ－１７４１８
「RESCUE　GIFU」と記載※詳細は別途指示
ＬＥＤストロボライト（ＡＬ１５Ａ）

レギュレター

4

Ｋａｉ・ｌａ製
レギュレータ（１ｓｔ/２nd）ＳＳ０１ＪＮ／Ｇ－１７１２０
ホースプロテクター付き
セーフティセカンド　ＳＳ－ＯＣＴ／Ｇ１７２２１
3連コンソールゲージ（圧力計水深計コンパス）水温計付き

ウエットスーツ
（ネーム入り） 4 別紙仕様書のとおり

ドライスーツ
（ネーム入り） 2 別紙仕様書のとおり

潜水用ヘルメット
4

潜水用ヘルメット（ハーフカットタイプ　白３・赤１）
両側頭部に「岐阜市消防本部」と記載　※詳細は別途指示

潜水用マスク

4

マスクバンドロングＤＸ＆マンティス５ＢＫシリコン
㈱キヌガワ　セイフオレンジ
マスク１つに付シリコンバンド１本付属

シュノーケル
4

カナールドライＳＰ（ＧＳ－３１６２）
㈱キヌガワ
シュノーケル１つにつきマウスピース１個を付属

グローブ
4

潜水グローブ（ケブラー使用）
ＲＱ３

ブーツ
4

ブーツＤＳ
ＨＥＡＤ　ＪＡＰＡＮ（４１２６）

フィン
4

スーパーミューＸＸ（ＧＦ－２４３２）
㈱キヌガワフィン
フィン１個につきフィンストラップ及びバックル１個を付属

フィン（ドライ用）
4

ドライスーツフィン（ＧＦ－２２８３）
㈱キヌガワフィン
フィン１個につきフィンストラップ及びバックル１個を付属

ウェイトベルト一式
4

鉛５ｋｇ（２㎏２個・１㎏１個）
ステンレスバックル付ベルト１．３ｍ

水中ライト
4

CF４５０MLEDライト（６６４０６３）
ハンズフリーグローブ付属

水中ナイフ
4

ダイブナイフ（７０２０００）
日本アクアラング

潜水用付属品
1

ラインリール２個
収納バック（アクアギアバッグ）4個
日本アクアラング

潜水用ボンベ
8

12Lメタリコン（Ｋ２バルブ付）
刻印　バルブキャップ

救命胴衣 レスキュー隊員用救命胴衣
5

PFD　カウテール付き

流水用救助器具 スローバック
5

ウエストスローライン１５ｍ

救命浮環 日本救命器具
1

P-２３０K 型

救命ボート アキレス製SEI-365

1

アキレスエアーガン３００付き
マキタ製ＵＢ１８５ＤＺ付き
船体に消防本部名と岐消〇〇を入れること
船体検査に必要な資機材を全て装備すること
（アンカー信号紅炎等）
更新する船舶を廃棄し、抹消登録すること

船外機 ヤマハ製
1

２0馬力　予備プロペラ２個付属

潜水器具

水
難
救
助
用
器
具



 

 

 



バスケット担架 ファーノワシントン製 モデル７１-S

バスケットストレッチャー

そ
の
他
の
救
助
用
器
具

車両移動器具 ゴージャッキ

1

６３１３Ｌ　２個
６３１３Ｒ　２個
収納袋付属

山
岳
救
助
用
器
具

1



 

 

 



品　　名 規格品質等 数量 摘　　　要

大型油圧スプレッ
ダー

スプレッダー

1

・株式会社赤尾　ホルマトロ製
スプレッダーＳＰ５２５０
パワーユニットSR２０ＰＣ２Ｅ
ハンドポンプＰＡ１８Ｈ２Ｃ
ＣＯＲＥホース５ｍ×４（青・オレンジ各２）
牽引アダプタ及びチェーンを含む（セット）

若しくは
・帝国繊維株式会社　ルーカス製
スプレッダーＳＰ７７７
パワーユニットＰ６３０ＳＧ
ハンドポンプLH２／１
ホースリールＤＨＲ２０
牽引アダプタ及びチェーンを含む

空気鋸 レシプロソー

1

マキタ製
ＪＲ３６０DPG２
レシプロソーブレード×１５本
超硬刃×１０本

空気切断機 國富株式会社
空気工具３００型 1

専用収納ケース付き
２９．４MPa対応

削岩機 マキタ製 1 ＨM１２１３C

ハンマドリル マキタ製

1

ＨＲ４００ＤＰＧ２Ｎ
超硬ドリル２２ｍｍ×１
超硬ドリル２２ｍｍ×１
ブルポイント４００ｍｍ×１
パワーブルポイント２８０ｍｍ×１
コールドチゼル２５ｍｍ×３００ｍｍ×１
スケーリングチゼル５０ｍｍ×４００ｍｍ×１
センターピン×１
パーカッションコア５５ｍｍ×１
アダプタ×１
スコップ×１

圧縮酸素形循環式呼吸器 オキシゼム１１

予備ボンベ付きシゲマツ製 予備吸収剤ポリ缶付き

簡易呼吸器 シゲマツ製 2 ダッシュ１０Ⅱ

吸収缶（Ｎ３）

予備缶付

サンキ製ポータブルファン

ヨツギ製

ＹＳ－１２１－３－１

ヨツギ製

ＹＳ－１２２－１－２

耐電長靴 ヨツギ製　ＹＳ－１１１ 2 ２７㎝

消防科学研究所製
スローダン１２５

ロープ登降機 ペツル製　アッセンション
1

右手用 ペツル　Ｂ１７ＡＲＡ
左手用 ペツル　Ｂ１７ＡＬＡ

定格出力２．５ＫＶＡ以上

ガソリンエンジン

防爆ママ
スパイラルダクト ＢＭ－Ｃ×２付属
（ダクト収納袋付）

酸素呼吸器

３　省令別表第２　※一覧の数量は１台分のため、２台分の数量を要する。

2

5

呼
吸
保
護
用
器
具

シゲマツ製　ＤＲ２８ＳＮ３

1

マイティバッグ １式 ・フェッター社製マイティバック
SV８３×１、SV３５×２、SV１２×１、SＶ５×１、SV１×１
調整器、減圧器一式（２９．４MPa対応）
接続ホース５ｍ×２・延長ホース１０ｍ×２・ストップバル
ブ×４
調整器一式収納ケース付き

破
壊
用
器
具

重
量
物
排
除
用
器
具

マット型空気式
ジャッキ

1

耐電衣

送排風機

発電機

緩降機

2

耐電ズボン
2

ロープ３０ｍ

サイズ大

新ダイワ製　iEG2500

1

防塵マスク

切
断
用
器
具

隊
員
保
護
用
器
具

1

そ
の
他
器
具

サイズ大（ジャンパー型）



 

 

 



４　省令別表以外　※一覧の数量は１台分のため、２台分の数量を要する。

品　　名 規格品質等 数量 摘　　　要

救助用ハサミ セーフティボーイ 2

1 １０Ｌ

1 ５Ｌ

工具 ＫＴＣ製工具セット １式 1 ＳＫ４５２１W

リュックサック２５Ｌ型 2

ロープバッグ
6

ペツル製
Ｓ４１　赤×３、黄×３

リグテックパック 1 ＣＭＣ製

八重洲　スタンダード

防水型マイクロホン付き

長谷川電気工業

コードリール

エアーバック作動防
止器材

エアバッグ保護カバー
1

セキュネットⅢ

丸のこ マキタ製

1

１６５㎜充電式マルノコ
HS６３１DＺS
替刃×５枚
システムケース付き

電動インパクトドライ
バー

マキタ製
1

TD１７２DRGX
ドリル用ビットセット、ドライバー用ビットセット

油圧ジャッキ ジャッキ 1 ダルマジャッキ２０ｔ

隊員ベスト
トンボレックス製

5
Ｇ-ＶＳ１ＢＫ
背中に丸ゴシックで「岐阜市消防本部」と表示

脚立 アルインコ製
1

PXGV－５１０FW

テント イージーアップテント

1

ＤＸＡアルミ（３ｍ×６ｍ）
横幕４方幕ホワイトセット大型業務用
ＤＸＡ６０ＲＤ－１２６０白付き

プロテクター シルバーフォックス
5

エルボーパッド、ニーパッド
ＳＰ３００、ＳＰ４００

フルボディハーネス ペツル製アバオボットファスト

5

グリヨン２ｍ付属（カラビナ付）
ショックアブソーバー付属
リングオープン付属
アブソービカＩ付属（１５０㎝カラビナ付）
アブソービカYMGO付属（１５０㎝・カラビナ付き）

台車 クルーズカート
1

Ｓ５５
専用ボックス１個付き

SBE－３０KC
BWM－１３０K

資機材搬送用具

ＦＨＴ３０８
咽頭マイク、ヘッドセット付属

検電チェッカー １
HEV-750D

トランシーバー
特定小電力無線機

5

燃料携行缶 ガソリン用

畑屋製作所
2



 

 

 



潜水用ウェットスーツ仕様書 

 

１ 品名及び数量 

  潜水用ウエットスーツ ４着 

 

２ 規格 

  株式会社 Kai･la 製 

ロングジョン＋ジャケット潜水用ウエットスーツ（型番 GRW-911）  

 

３ 仕様 

（１）構成 

ア ビーバーテール付ジャケットとロングジョンの 2 ピース構成とする。スーツ端

末は全テーピング加工を施すこと。 

イ 製品の基本的な材質はクロロプレンゴム（厚さ 5mm）とし、胴体メイン表面は、

特殊低反発ゴム糸の超極細繊維をラミネートしたネッスルとし、裏面は、伸縮性

と保温性に優れたポリエステル中空糸起糸のネッスルβⅢ（ＴＹ-126）生地とす

ること。また、ライン部は表裏面共 PS 生地とする。 

ウ ネッスル生地のカラーについて、胴体メインは黒色とし、ライン部は黄色とす

る。スーツデザインの詳細は別途指示する。 

（２）構造 

ア パネルレイアウトは着用者の運動を妨げないものとする。 

イ 手首及び足首には耐久性の高い樹脂製ファスナー（長さ 16cm）を内側に取付け、

裏側には肌にファスナーが直接当たらないように、ジャージ生地で裏当てを施す

こと。 

ウ ロングジョン前側中央上部から下部へ耐久性の高い樹脂製ファスナー（長さ

35cm）を取付け、裏側には肌にファスナーが直接当たらないようにジャージ生地

で裏当てを施すこと。 

エ 膝部分に擦過防止及び保護の為、膝パッド（ＨＴＸ）を装着し、スーツと一体

化させること。  

（３）表示 

ア ジャケット背中上部に黒色、丸ゴシック書体にて「岐阜市消防本部」、その下部

に、上記文字より小さく丸ゴシック書体にて「RESCUE」を配置すること。 

イ ジャケット左胸に黒色、丸ゴシック書体にて「岐阜市消防本部」、その下部に、

上記文字より小さく丸ゴシック書体にて「RESCUE」を配置すること。 

ウ ジャケット左肩部分に黒色、フルブロック体にて別途指定する番号を配置する

こと。 

エ ロングジョン背中上部に黄色、丸ゴシック書体にて「岐阜市消防本部」、その下

部に、上記文字より小さく丸ゴシック書体にて「RESCUE」を配置すること。 

オ ロングジョン右ふくらはぎ部分に黄色、フルブロック体にて別途指定する番号

を配置すること。 



カ 表示する文字の位置は、バランスよく配置し、可能な限り文字を太くすること。

なお、詳細は別途指示する。 

（４）製品加工方法 

製品は、全て接着、平すくい縫いとする。 

（５）寸法 

担当者と協議の上決定するものとし、必要に応じて納入業者の責任において採寸

すること。 

 

４ 品質保証 

  製造メーカーのクロロプレンウェットスーツ製品保証内容に準ずる。 

  納品時にメーカー発行による製造出荷証明書を添付すること。 

 

５ その他 

（１）使用する金属類は、全てステンレス製等耐蝕性に富んだものを使用する。 

（２）マークに使用するカッティングシートは、剥がれ及び耐候性等の耐久性に優れた

物を使用する。 

（３）疑義が生じた場合は、消防課担当者と協議の上、決定するものとする。 

（４）ウェットスーツ本体を収納保管できる防滴バッグをウェットスーツ 1 着につき、

1個付属すること。 

 



潜水用ドライスーツ仕様書 

 

１ 品名及び数量 

  潜水用ドライスーツ 2 セット 

 

２ 規 格 

 株式会社ゼロ製  潜水用ドライスーツ（FDD‐01GR） 

           ハイブリッドフロントタイプ 

 

３ 仕様 

  ドライスーツは、胸部にて脱着が一人で容易にでき、機動性及び耐久性に優れた

もので、高い防水性能を有するものでなければならない。 

（１）構成（1セットの内訳） 

  ア 本体及びフード 

    潜水用ドライスーツ（3.5 ㎜ハイブリッドフロントタイプ） 1 着 

  イ 冬用グローブ 

    サーモグローブ 3J/RS（3 ㎜/5 本指）1双 

  ウ ドライスーツ本体収納防滴バッグ 1 個 

  エ ドライスーツ１着につき下記のものを付属するものとする。 

（ア）カプラー付中圧ホース（給気ホース）80cm 1 本 

（イ）ネックバンド（3J-BE） 1 本 

（ウ）リストバンド（3J-BE） 1 対 

（エ）ドライスーツ専用大型木製ハンガー 1 本 

（オ）ドライスーツ本体収納防滴バッグ   1 個 

（カ）補修用キット 1 セット 

※補修用キットは、補修用 20g チューブボンド（接着剤）１本、補修用パッ

チ１枚、AQUA SEAL 防水ファスナー専用潤滑用ワックス（ZIPTECH）１本をも

って１セットとする。 

（キ）ドライスーツ取扱説明書 一式 

（２）構造 

 ア 本体 

（ア）本体生地ベースは、独立気泡を有するクロロプレーンゴム（ダイナウェーブ）

の表面に「4回コーティングのラジアルジャージ（黒色）」、肌表面温度 32℃±

1℃に調整する機能を持つ生地の「アウトラスト（以下 OL）」を貼り付けたもの

とし、本体名入れ部の生地の表面は、昇華転写用生地にて、名入れを黒色、ベ

ースをオレンジ、裏面は同じ OL とし、厚さは 3.5 ㎜とすること。 

（イ）両脇下から腰部にチャンネルエンボス加工した、「4 回コーティングのラジ

アルジャージ（黒色）/OL」を取り付けること。 

 



（ウ）首シール部生地は、独自気泡を有するクロロプレーンゴム（ダイナウェーブ）

の表面に滑性表面加工を施したブラックリペルスキン、裏面に伸縮性能と絹の

肌触りのプレミアムナイロンジャージを貼り付けたものとし、厚さは 3㎜とす

ること。 

（エ）手首のシール部生地は、独立気泡を有するクロロプレーンゴム（ダイナウェ

ーブ）の裏面に滑性表面加工を施したブラックリペルスキン、表面に超伸縮性

能と絹の肌触りのプレミアムナイロンジャージを貼り付けたものとし、厚さは、

5㎜とすること。 

（オ）左肩前部より上胸部を通り、右肩前部に、一人で簡単に脱着出来る防水ファ

スナー（「YKK 社製 AQUA SEAL：10VF-WN ダブルシール」を内面に接着し、YKK

社製（＃10C）ファスナーを外面に W シール仕様に取り付けた（株式会社ゼロ

の特許方法にて作成の事）であること。切口処理は、フロントファスナー部１

周ライクジャージテープ（オレンジ色又は黒色）にて補強取り付けること。 

（カ）上記ファスナー下部の胸中央部に中圧ホース（全長 80cm、脱着に容易なカプ

ラーがついていること。）にて送気する、360 度回転式の給気弁（「Diveways 社

製クリップ式給気バルブ」又は同等以上のもの）を取り付けること。 

（キ）左下腕部に排気量調整可能で、緊急排気用として有効な機能および総排気量

を有する自動排気弁(「Diveways 社製オート式排気バルブ」又は同等以上のも

の)を取り付けること。  

（ク）胸部及び両肩、大腿部裏側に左右対称で各 2箇所、計 8か所にマイクロプリ

ズム構造の再帰性反射材（「ORAFOL オラライト J805KFB」又は同等以上のもの）

を取り付けること。 

（ケ）ブーツは、靴底がカレンダーソール仕様のドライブツールとし、ドライスー

ツ本体と一体化させる。サイズは 22cm～32cm で選択可能とする。 

（コ）膝からブーツにかけて擦過防止のために、1.5mm 生地厚の瓢箪型メッシュゴ

ムパッドを貼り付け一体化させる。 

（サ）サスペンダーをドライスーツ内側に取り付けること。 

（シ）ドライスーツ本体はすべて接着し、表面張り合わせ部は、1.5mm ラジアルテ

ープ（朱色又は黒色）加工を施し、裏面張り合わせ部は、特殊加工を施した 1.5mm

ジャージテープを施し、2 点及び 3 点張り合わせ部は、特殊ネオプレンゴムに

て補強を施すこととする。 

   

イ フード 

（ア）本体生地は、独立気泡を有するクロロプレーンゴム（ダイナウェーブ）の表面

にライクラジャージ（オレンジ）、裏面に「アウトラスト」ジャージを貼り付け

たものとし、厚さは 3mm とする。また、頭頂部に排気機能構造の弁を取り付け

る。 

（イ）顔面部生地は、独立気泡を有するクロロプレーンゴム（ダイナウェーブ）の裏

面に滑性表面加工を施したブラックリペルスキン、表面に超伸縮性能を有する

プレミアムジャージを貼り付けたものとし、厚さは 3mm とする。 



（ウ）首部生地は、独立気泡を有するクロロプレーンゴム（スーパーラバー）の表面

にハイストレッチャージャージのプレミアムナイロンジャージを貼り付け、裏

面には滑性表面加工を施したブラックリペルスキンとする。 

（エ）本体は、すべて接着し、ジャージ部は、平スクイ縫いとする。     

（３）表 示 

  ア 背中上部に黒色、HG 丸ゴシック M-PRO 書体にて「岐阜市消防本部」、その下部

に上記文字より小さく同書体にて「RESCUE」を配置すること。 

イ 左胸に黒色、HG 丸ゴシック M-PRO 書体にて「岐阜市消防本部」、その下部に上記

文字より小さく同書体にて「RESCUE」を配置すること。 

ウ 左腰部に黒色、フルブロック体にて別途指示する「番号」を配置すること。 

エ 表示する文字の位置は、バランスよく配置し、可能な限り文字を大きく太くす

ること。 

 

（４）寸 法 

   担当者と協議の上決定するものとし、必要に応じて納入業者の責任において採 

寸すること。 

なお、本仕様にかかる寸法等の数値に関しての許容範囲は±5％以内とする。 

 

４ その他 

（１）製品完成後、ドライスーツ検査成績書を 2部提出すること。 

（２）マークに使用するカッティングシートは、剥がれ及び対候性等の耐久性に優れ

た物を使用すること。 

（３）疑義が生じた場合は、消防課担当者と協議の上、決定するものとする。 

 


